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「
運
動
を
始
め
た
い
け
ど
、
な
か

な
か
始
め
ら
れ
な
い
」「
運
動
を
始

め
た
け
れ
ど
続
か
な
い
」「
運
動
は

し
て
い
る
け
れ
ど
効
果
が
現
れ
な

い
」・
・
そ
ん
な
皆
さ
ん
！
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

運
動
の
習
慣
、
強
度
に
よ
り
、２

つ
の
コ
ー
ス
を
作
り
ま
し
た
。

【
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
】

〔
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
〕

　

運
動
習
慣
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

こ
れ
か
ら
始
め
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
。
き
つ
い
運
動
は
ち
ょっ
と
苦

手
だ
と
思
って
い
る
方
。

【
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
】

〔
午
後
７
時
〜
９
時
〕

　

定
期
的
に
運
動
習
慣
の
あ
る
方
。

た
っ
ぷ
り
汗
を
か
い
て
、
爽
快
感
を

味
わ
い
た
い
方
。

対
象
者　

那
珂
川
町
に
住
む
概
ね

40
歳
以
上
の
方

場
所　

馬
頭
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

定
員　

各
コ
ー
ス
先
着
25
名

持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
、
室
内
用
運
動
靴

運
動
内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
、
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、バ

ラ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
専
門
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
丁
寧
に
指
導
し

て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、３
ヶ
月
お
き
に
体
脂
肪
、

筋
肉
量
な
ど
の
体
組
成
測
定
を
実

施
し
、
体
の
変
身
ぶ
り
を
チ
ェッ
ク

し
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

２
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

馬
頭
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
８
８

な
か
が
わ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
倶
楽
部　

参
加
者
募
集
中

年間スケジュール年間スケジュール年間スケジュール
ヘルスアップ・コース  パワーアップ・コース

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

６日（月）、14日（火）
22日（水）

６日（木）、20日（木）

３日（木）、16日（水）

３日（木）、９日（水）

17日（月）、26日（水） 25日（火）

１日（火）、15日（火）
29日（火）

13日（火）、27日（火）

10日（火）、17日（火）
31日（火）

７日（火）、21日（火）

５日（火）、13日（水）

２日（火）、15日（月）
30日（火）

11日（金）、24日（木）

８日（木）、22日（木）

５日（木）、12日（木）

12日（火）、26日（火）

12日（金）、24日（水）

６日（月）、13日（月）
28日（火）

県民バス参加者募集
　那珂川町、那須烏山市、高根沢町にお住まいの方を
対象とした栃木県の施設を巡る「県民バス」が実施さ
れますので、ぜひ、ご参加ください。

期　　日　６月23日（水）
集合場所
那珂川町山村開発センター　 （午前８時10分出発）
栃木県南那須庁舎　　　　 　（午前８時30分出発）
那須烏山市保健福祉センター （午前８時40分出発）
高根沢町町民広場　　　　　 （午前９時00分出発）
見学施設　とちぎ花センター（岩舟町）
　　　　　道の駅みかも（栃木市）※昼食
　　　　　日光田母沢御用邸記念公園（日光市）
参加費用　無料（昼食代は自己負担となります）
募集人員　50名
申込方法　往復ハガキに、参加する方の住所・氏名・
年齢・電話番号・集合場所を記入し、申し込みくだ
さい。１枚のハガキで２名まで申し込みできます。応
募者多数の場合は抽選とし、６月14日（月）までに抽
選結果を通知します。
申込締切　６月８日（火）※当日消印有効
申し込み・問い合わせ先
〒324-0056　大田原市中央1－9－9
栃木県県北県民センター「県民バス」係
☎0287－23－1555
ホームページアドレス
http://www.pref.tochigi.lg.jp/system/desaki/desaki/
kenhokukc.html

第２回那珂川町消防操法大会を開催

平成21年度
情報公開及び個人情報保護の運用状況

　那珂川町消防団では、団員の消防機器の取扱い並びに
操法の基本訓練の習熟の成果を発表するとともに、消防
技術の向上と士気の高揚を図り、もって火災防御の万全
を期することを目的として、次のとおり第２回那珂川町消
防操法大会を開催します。
　この大会には、町内全地区の３０チームが参加し、上位
２チームは、７月４日に那須烏山市大桶運動公園で開催さ
れる栃木県消防協会南那須支部大会に出場します。
　町民のみなさまの応援をよろしくお願いします。

日　　時　６月６日（日）午前８時30分開始（小雨決行）
　　　　　※荒天時は延期　６月７日　小型ポンプ操法の部
　　　　　　　　　　　　 　６月８日　ポンプ車操法の部
　　　　 　　　　　　　　　いずれも午後７時開始

場　　所　那珂川町小川運動場

問い合わせ　総務課消防交通係　☎0287－92－1111

　情報公開条例及び個人情報保護条例に基づき、情報開
示請求等の運用状況を公表します。

◎情報公開条例（公開請求）
　公文書の開示請求はありませんでした。

◎個人情報保護条例（公開請求）
　個人情報の開示請求はありませんでした。
　※平成21年４月１日から平成22年３月31日までの件数です。
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鳥
海
山
の
裾
野
は
海
へ
鳥
帰
る 

馬　

頭　
　
　
　

塚
原　
　

廣

雛
壇
の
雛
よ
り
愛
し
雛
の
客 

久
那
瀬　
　
　
　

星　
　

健
彦

木
道
に
東
屋
も
あ
り
座
禅
草 

松　

野　
　
　
　

横
山　

義
夫

少
年
の
弾
の
夜
想
曲
春
の
月 

吉　

田　
　
　
　

国
安　
　

薫

那
珂
川
の
春
水
と
い
ふ
流
れ
あ
り 

小　

川　
　
　
　

金
井　

和
子

児
と
遊
ぶ
爺
手
づ
く
り
の
し
ゃ
ぼ
ん
玉 

谷　

田　
　
　
　

荒
井　

大
作

紅
帯
ぶ
る
桜
の
枝
に
寒
ざ
む
と
木
の
芽
起
し
は
雪
混
ざ
り
降
る

 

盛　

泉　
　
　
　

佐
藤　
　

茂

作
業
員
は
霙
降
る
中
岩
盤
を
脇
見
も
せ
ず
に
砕
き
ゆ
く
な
り

 

小　

口　
　
　
　

影
沢　

よ
し

「
さ
く
ら
馬
場
」の
由
来
の
桜
枯
れ
果
て
て
根
方
の
ひ
こ
ば
え
花
ふ
た
つ
み
つ

 

和　

見　
　
　
　

藤
田　

和
夫

ゆ
る
や
か
に
吾
娘
と
歩
め
ば
あ
お
に
よ
し
奈
良
の
桜
は
夜
も
匂
う
よ

 

吉　

田　
　
　
　

塚
原　

タ
イ

堆
肥
舎
に
捨
て
さ
ら
れ
た
る
白
菜
に
か
す
か
日
の
射
し
黄
の
花
咲
か
す

 

小　

川　
　
　
　

古
澤　
　

實

暑
い
う
ち
飲
む
ゆ
え
火
傷
し
易
く
て
コ
ー
ヒ
ー
み
そ
汁
人
の
噂
も

 

三　

輪　
　
　
　

石
澤
千
代
子

聞
き
流
す
耳
が
大
き
い
福
の
神 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

目
の
ゴ
ミ
を
母
乳
で
流
す
母
の
処
置 

小　

砂　
　
　
　

笹
沼　

季
子

巣
立
つ
荷
へ
薬
忍
ば
せ
送
る
母 

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

外
見
の
わ
り
に
小
さ
な
荷
が
届
く 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

友
子

徘
徊
の
時
は
ケ
ー
タ
イ
off
に
す
る 

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

い
い
話
聞
き
た
く
な
って
耳
そ
う
じ 

大
山
田
上
郷　
　

佐
藤　

有
紀

那珂川町
図書館

『
そ
れ
い
ゆ
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

生
田
紗
代
／
著
（
角
川
書
店
）

　

春
、
大
学
生
に
な
っ
た
南
夕
夏
は
演
劇
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
が
、
入
部
し
た
サ
ー
ク

ル
は
、
難
の
あ
る
連
中
の
巣
窟
だ
っ
た
！

　

演
劇
経
験
も
な
い
、
芝
居
が
好
き
な
訳
で
も
な
い
。
そ
ん
な
夕
夏
が
演
劇
サ
ー
ク

ル
に
入
っ
た
理
由
は
ひ
と
つ
。「
あ
の
人
」
の
よ
う
に
、
舞
台
の
上
な
ら
自
由
を
勝
ち

得
る
と
思
っ
た
か
ら
。

　

期
待
の
新
鋭
が
挑
む
、
ポ
ッ
プ
で
キ
ュ
ー
ト
な
青
春
小
説
。

『
魔
法
使
い
の
弟
子
た
ち
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

井
上
夢
人
／
著
（
講
談
社
）　

　

山
梨
県
内
で
発
生
し
た
致
死
率
百
パ
ー
セ
ン
ト
近
い
新
興
感
染
症
。
生
還
者
の

ウ
ィ
ル
ス
か
ら
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
作
ら
れ
拡
大
を
防
ぐ
が
、
発
生
当
初
の
感
染
者

で
意
識
が
戻
っ
た
の
は
、
三
名
だ
け
だ
っ
た
。

　

病
院
内
で
の
隔
離
生
活
を
続
け
る
彼
ら
三
名
は
、「
後
遺
症
」
と
し
て
不
思
議
な
能

力
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
始
め
る
。
著
者
九
年
ぶ
り
の
待
望
超
大
作
で

す
。

『
千
の
風
に
な
っ
て　

紙
袋
に
書
か
れ
た
詩
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

井
上
文
勝
／
著
（
ポ
プ
ラ
社
）

　

人
の
手
か
ら
手
へ
、
口
か
ら
口
へ
と
伝
わ
り
、
今
も
失
意
の
な
か
に
い
る
人
を
な
ぐ

さ
め
て
い
る
詩
「
千
の
風
に
な
っ
て
」。
日
本
で
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
的
に
も
有
名
な

詩
で
す
が
、
あ
の
感
動
の
詩
は
、
誰
が
書
い
た
の
か
謎
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
よ
み
び
と
知
ら
ず
」
と
い
わ
れ
た
こ
の
詩
の
作
者
を
探
し
、
ご
く
普
通
の
主
婦
、

マ
リ
ー
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
フ
ラ
イ
に
行
き
つ
く
ま
で
の
レ
ポ
ー
ト
。

◇『
六
条
御
息
所
源
氏
が
た
り
』　

林
真
理
子
／
著
（
小
学
館
）

◇『
オ
ー
プ
ン
・
セ
サ
ミ
』　

久
保
寺
健
彦
／
著
（
文
芸
春
秋
）

◇『
弱
い
神
』　

小
川
国
夫
／
著
（
講
談
社
）

◇『
遍
路
み
ち
』　

津
村
節
子
／
著
（
講
談
社
）

◇『
鼠
、
闇
に
跳
ぶ
』　

赤
川
次
郎
／
著
（
角
川
書
店
）

◇『
ブ
ギ
ウ
ギ
』　

坂
東
眞
砂
子
／
著
（
角
川
書
店
）

◇『
天
国
旅
行
』　

三
浦
し
を
ん
／
著
（
新
潮
社
）

◇『
プ
ラ
イ
ド
』　

真
山
仁
／
著
（
新
潮
社
）

◇『
男
の
背
骨
』　

山
本
一力
／
著
（
角
川
春
樹
事
務
所
）

◇『
龍
馬
伝
』　

青
木
邦
子
／
著
（
日
本
放
送
出
版
協
会
）

◇『
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
』　

五
十
嵐
佳
子
／
著
（
日
本
放
送
出
版
協
会
）

◇『
牛
乳
で
作
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
』　

島
本
薫
／
著
（
文
化
学
園
文
化
出
版
局
）

◇『
お
い
し
く
た
べ
よ
う
。』　

栗
原
は
る
み
／
著
（
集
英
社
）


